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会 議 録 

会議の名称 令和２年度遺伝子組換え作物栽培連絡会 

開催日時 令和２年(2020年)10月５日 開会14:00 閉会16:00 

開催場所 つくば市役所コミュニティ棟１階会議室１ 

事務局（担当課） 経済部農業政策課 

 

出 

席 

者 

 

 委員 

 

宮崎座長、黒田委員、関委員、寺内委員、市村委員、鮏川委員、森田委員、

飯泉委員、田部井委員、稲垣委員、山崎委員、村上委員 

 その他 （農研機構）若佐、小松、森、山崎、石川、笹川 

（筑波大学）江面、柴、津田 

 事務局 

 

（経済部）野澤部長、大橋次長 

（農業政策課）垣内課長、根本課長補佐、上出主任、仲尾主事 

欠席者 井上委員、米山委員 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 １ 人 

非公開の場合はその理由  

議題 令和元年度栽培実験結果報告及び令和２年度栽培実験計画、 

その他遺伝子組換えに関する情報提供 

会議録署名人  確定年月日  

 

会 

議 

次 

第 

 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 委員紹介 

４ 議事（１）令和元年度遺伝子組換え作物栽培連絡会経過報告 

    （２）令和元年度栽培実験結果報告及び令和２年度栽培実験計画 

        （３）その他遺伝子組換えに関する情報提供 

    （４）その他 ほ場見学会について 

５ 閉会 
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令和２年度 遺伝子組換え作物栽培連絡会 会議録 
 

１ 開会     開会を宣言。当連絡会は、「つくば市附属機関の会議及び懇親会等の公開に関する条例」の規

程に基づき公開対象の会議となっていることを確認した。（事務局） 
 

２ あいさつ   新型コロナ感染症防止対策のため、発表及び質疑は簡潔に行ってほしい。研究者から直に話を

聞ける良い機会なので、委員の皆さんには、疑問点があればぜひ質問をしてほしい。（宮崎座

長） 
          
３ 委員紹介   自己紹介 
 

  事務局紹介  農業政策課長から事務局職員を紹介。 
         会議録作成のため、会議の内容の録音について委員の了解を得た。（事務局） 
 

４ 議事   当連絡会設置要項第５条第２項に基づき、議事進行は宮崎座長にお願いする。 
         

（１）令和元年度遺伝子組換え作物栽培連絡会経過報告 
資料１により、令和元年度つくば市遺伝子組換え作物栽培連絡会の活動経過を報告した。(事務局)   

 
（２）令和元年度栽培実験結果報告及び令和２年度栽培実験計画  

（農研機構からスライド資料により説明があった。研究データを含む資料であるため、資料は概要版のみ公

開とする） 

① 農研機構 

ア 令和２年度遺伝子組換えイネの栽培実験計画の変更点について（農研機構 石川 氏） 
         令和２年度は４件の栽培計画を立てていたが、新型コロナウイルス感染症が拡大し緊急事態宣言が発令さ 

れた影響で、広範な病害抵抗性イネ及びシンク能改変イネについて、栽培適期の栽培が難しいため、中止 

した。 
また、農研機構の組織改編により、隔離ほ場の事業場区分に変更が生じている。 

 

イ ノボキニン蓄積イネ、スギ花粉ペプチド含有イネ（農研機構 若佐さん） 
  ○ 研究の概要 
    <ノボキニン蓄積イネ> 

    ノボキニンは、高血圧時特異的に動脈拡張・弛緩、血圧降下作用を持つペプチド（数～数十アミノ酸が 

繋がってできた分子）であり、先天性高血圧ラットを用いた試験では、体重１kgあたり0.1mgの経口投 

与で有意な血圧降下作用が認められている（通常のラットでは何も起きない）。 
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<スギ花粉ペプチド含有イネ> 

 現在行われているアレルゲン免疫療法として、花粉エキスの皮下注射による減感作療法が挙げられる。 
これは８割で効果があり、５年後でも有効なものだが、抗原そのものを用いることから、副作用のリスク 
や治療が長期に亘る等の困難性が指摘されている。スギ花粉のアレルゲン遺伝子を導入した米を摂取する 
ことで、アレルギー反応を抑えることができる。 
 

  〇 令和元年度ノボキニン蓄積イネ、スギ花粉ペプチド含有イネの栽培結果報告 
    ノボキニン蓄積イネとスギ花粉ペプチド含有イネの栽培管理等は同時に行った。 
   栽培目的：<ノボキニン蓄積イネ> 
         実験動物を用いた安全性調査等の材料等として使用及び種子の確保等。 
        <スギ花粉ペプチド含有イネ> 
         新規スギ花粉ペプチド含有イネの野外栽培における生育特性等の調査と加工プロセス開発や 

        有効性・安全性調査及び種子の確保等。 
   栽培場所：農研機構 観音台第２事業場 隔離ほ場内水田 
        ノボキニン蓄積イネ 約17.5ａ、スギ花粉ペプチド含有イネ 約3.3ａ 
   栽培経過：6/26～ 田植え 8/19～ 出穂・登熟 10/2～ 収穫 
        ノボキニン蓄積イネ 564.7kg、スギ花粉ペプチド含有イネ 130.7kg（いずれも粗もみ重量） 
        1/4～ ひこばえの枯死を確認 1/9～ すき込み、防鳥網の片付け 

モニタリング：組換えイネの花粉飛散に関するモニタリング調査として、隔離ほ場を囲むように10か所 

で同時期に開花するもち品種「関東糯236号」を栽培した。もち品種の花にうるち品種の 

花粉が受粉するとうるち米が結実するため、もち米の中にうるち米ができていないか目視 

で確認する作業を実施した。21,256粒を調査し、交雑を示すうるち米は０粒であり、花 

粉飛散による交雑は確認されなかった。 
 

  〇 令和２年度栽培計画について 
    ノボキニン蓄積イネとスギ花粉ペプチド含有イネの栽培管理等は同時に行う。 
   栽培目的：生育特性等の調査及び成分分析のための種子の確保。 
   栽培場所：農研機構 観音台第１～第３事業場 隔離ほ場等 
        ノボキニン蓄積イネ 延1.15ａ、スギ花粉ペプチド含有イネ 延0.925ａ 

栽培予定（経過）：7/7～9 田植え 8/25 出穂・登熟 
        10月中旬～ 収穫、脱穀、乾燥  
        第２事業場では越冬性試験を実施し、R3.1月頃すき込み、残渣等の処理、清掃 

   モニタリング：令和元年度と同様に、各ほ場で関東糯236号を栽培する。 
 

  〇 実験指針に準じた交雑混入防止措置について 
 ・ 交雑防止措置 

栽培実験区画は、観音台第３事業場外の最も近いほ場から約200ｍ離れている。なお、栽培実験指針 



 - 4 - 

          に従い、同種栽培作物から30ｍ以上の隔離距離をとる。交雑の可能性が想定される低温や強風の場合 

          には、防風ネット等で抑風する等の交雑防止措置をとる。花粉飛散による交雑をモニタリングする。 
 ・ 混入防止措置 

種子や苗の移動の際には、密閉容器等に入れて搬送する。管理、収穫作業等に使用した機械、器具、 

          長靴等を移動する際は、隔離ほ場内の洗い場において入念に清掃、洗浄する。防鳥網を設置し、野鳥等 

          による食害や種子の拡散を防ぐ。収穫は全てほ場内で行い、脱穀作業は隔離ほ場または実験室で行う。 

           収穫物は、密閉容器等に入れ、実験室や隔離ほ場の保冷庫等に保管する。 
 

         ○ 栽培実験終了後の処理 
収穫した種子は、密閉容器に保管し、加工プロセス開発や有効性・安全性調査等に使用する。栽培を

終了した植物体の地上部は、刈り取り後に焼却処分するか、残りのイネの残渣や残った株とともに隔離

ほ場内にすき込む等により、確実に不活化する。 
 

○ つくば市遺伝子組換え作物の栽培に係る対応方針補足事項について 
・ 交雑及び混入等による不測の事態発生時の対応 

状況把握と原因究明により更なる交雑及び混入の防止措置を徹底する。また、電話、電子メール又 

は文書により関係機関等へ連絡し、ホームページにお知らせを掲載する。 

・ 防犯措置 

             隔離ほ場フェンスを点検すると共に、出入り口を施錠。見回りによる監視。異常があった場合は、 

           担当職員が現地に出向き、状況を確認すると共に、関係者へ連絡し、再発防止等必要な措置を講じ 

る。関係機関への連絡は、前述のとおりに行う。 

 

   （質疑応答） 
    ・ 実験動物を用いた安全性の調査の説明があったが、どのような動物を使っているのか。また、人で 

の試験はいつ頃行う計画なのか（飯泉委員）。 
→ 安全性試験はマウス等の実験動物を使っている。実際の患者に食べてもらう臨床試験は、倫理委 

 員会を設置するなど、法律に準じて行われている。スギ花粉ペプチド含有イネを用いた臨床試験は 

既に２種類行われていて、ある程度の期待できる結果と安全性に関するデータが取れている。 
    ・ マウスもスギ花粉になるのか。猿でやっているのだと思っていた（飯泉委員）。 
     → 花粉症になりやすい系統のマウスがあり、それを利用している。 
    ・ モニタリング用のイネはどのくらいずつ植えているのか（稲垣委員）。 
     → 番重に４鉢×２個体ずつ植えて入れてあるので、今回は80系統。最終的に出穂を調べる際に、 

      最低１万粒以上という決まりがあるため、それが確保できるように数を調整している。 

 

ウ 広範な病害抵抗性イネ（農研機構 森 氏） 
  ○ 研究の概要 

          我が国では2017年にイネの収量の６万トン相当分がいもち病の被害で失われた。世界の米生産の約 
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１％（日本の年間米生産量の半分相当）がいもち病被害により失われていると推定されているほか、熱帯 

などの温暖地では白葉枯病、ごま葉枯病も重要な病害となっており、世界的にも病気を克服するための品 

種改良が重要である。 
今回用いたBSR１遺伝子はイネ品種「日本晴」から単離・同定したもので、高発現することにより、シ 

ロイヌナズナやイネでそれぞれ複数の病害に抵抗性を示した。BSR１の技術を用いることで、広範な病害 

への抵抗性を付与することが可能になり、農薬代や、散布の手間といったコストを抑えることが期待され 

る。 
  

  〇 令和元年度広範な病害抵抗性イネの栽培結果報告 
  BSR１を強力に発現した際の発芽率低下等の不具合を解消するため、プロモーターの異なる３系統の遺 

        伝子組換えイネを隔離ほ場で栽培。 

   栽培目的：系統ごとの特性調査（生育・収量・抵抗性等）、種子の採種 
   栽培場所：農研機構 観音台第３事業場 組換え植物隔離ほ場内 水田約0.25ａ 
   栽培経過：5/31 田植え 9/30 収穫 R2/2/10 すき込み（栽培終了） 
   モニタリング：同時期に開花するもち米「もちみのり」を６か所で栽培。22,623粒を調査し、交雑を示 

          すうるち米は０粒であったため、花粉飛散による交雑は確認されなかった。 
 

 （畑） 
栽培目的：広範な抵抗性イネの野外栽培におけるいもち病抵抗性を評価するため。 
     畑晩播法（遅く播いて幼苗期に梅雨に当て、畑作、多肥、密植の条件で育てる）を用いること 

で、「葉いもち」が出やすくなる。 
栽培場所：農研機構 観音台第３事業場 組換え植物隔離ほ場内 畑ほ場２（約3.2a） 
栽培経過：5/31 直播 6～7月 抵抗性調査 8/9 すき込み（栽培終了） 
開花前にすき込みを行い、栽培を終了したため、花粉の飛散はなかった。 

 

 〇 令和２年度広範な病害抵抗性イネの栽培計画について 
   新型コロナ感染症拡大の影響により、今年度の栽培計画は中止。 
 

  （質疑応答） 
  ・ いもち病に弱い品種とは、どのようなものがあるのか。コシヒカリなど、一般に作られているイネでも 

   弱いものはあるのか（飯泉委員） 
    → 愛知旭は弱く、コシヒカリもそれほど強くはない。実験では、通常栽培されていない、研究用の弱い 

     品種を使っている。 

 

エ シンク能改変イネ（農研機構 小松 氏） 
○ 研究の概要 

シンク能改変イネは、籾数や粒重に関与する遺伝子に対して、ゲノム編集技術により特異的に変異を導 
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入することで、穂の形や米粒の大きさ、数などのシンク能の強化を目指したイネ系統である。はさみの役 
割をするCas9ヌクレアーゼ遺伝子と、その働きを誘導するガイドRNA配列を導入しており、DNAを切断 

し、特定の遺伝子の発現量を減少又はなくすことにより、籾数や粒サイズが増加し、最終的にはイネの収 

量増加に寄与できるかを目的に調査している。 
         
       ○ 作物の収量性を高める意義 

近々の開発目的としては、単位面積当たりの収量を上げることで、栽培コスト削減による低価格化を実 

現し、中国等への海外輸出をより増やすこと。中長期的には、人口増加や異常気象に対応するための、食 

糧安全保障のための研究として位置づけられる。 
○ 令和元年度シンク能改変イネの栽培実験結果について 
 シンク能改変イネ４系統を栽培した。「北陸193号」などの多収品種を利用。 
 栽培場所：農研機構 観音台第１事業場 高機能隔離ほ場 水田15ａ 
 栽培経過：４月下旬 播種・育苗 5/8、5/23 隔離ほ場での移植（田植え） 
      7/30 モニタリング用イネ（もち品種）設置 8/1～30 出穂・開花期 

9/24～11/7 収穫（栽培終了） 11/7 防鳥網撤去、すき込み 
R2/1月下旬 越冬性の調査（ひこばえ等の枯死状況の確認） 

         モニタリング：花粉飛散を調べるため、ほ場外郭の4か所でもち品種を栽培した。10,951粒を調査し、 
交雑を示すうるち米は０粒であり、花粉飛散による交雑は確認されなかった。 
 

       （質疑応答） 
・ つくば辺りの多収品種の平均の収量は８俵／反くらいだが、可能性としてどのくらい取れるのか（飯泉 

委員）。 
→ 昨年度の60株×2プロットの栽培試験で、およそ精玄米収量で13%から19%％増くらいの結果を得て 

いるところ。 

 
 

② 筑波大学 
ア 青紫色ファレノプシス（筑波大学 江面 氏） 
○ 研究の概要 
  もともと赤っぽいファレノプシス（胡蝶蘭）の品種にツユクサ由来の青色色素の合成に関わる遺伝子を 
導入することで青紫色ファレノプシスを作出する。民間企業と筑波大学との共同研究によるもので、青紫 
色のファレノプシスは蘭では新色である。花色を改変した遺伝子組換え植物は既に実用化されているもの 
もあるが、ラン科での実用化はない。ラン科植物は鉢花や切花として人気もあり、青紫色ファレノプシス 
が実用化されればその価値は非常に高い。 
 

○ 令和元年度 青紫色ファレノプシスの栽培実験結果について 
  栽培目的：産業利用を目指した、一般的な使用のための承認申請に必要な環境影響評価のデータ収集。 
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 栽培場所：筑波大学構内T-PIRC遺伝子実験センター模擬的環境試験ほ場Ⅲ 
  栽培方法：隔離ほ場内のビニールハウス内外においた架台の上で鉢植え栽培。 
  調査項目 ：（1）花の形態及び花色、（2）植物体の形態及び生育特性、（3）自殖による種子産生不能 

       性の確認、（4）生育初期における低温または高温耐性、（5）越冬性・越夏性、（6）訪花 

昆虫相、（7）有害物質の産生性 

          栽培経過： 
         ・ 隔離ほ場内ビニールハウスの架台に置き、寒い時期は温風機で加温、潅水は10日～２週間に一度 

行った（～９月）。 

・ 6/20に鉢植えの幼苗及び成体を隔離ほ場へ搬入し、幼苗の高温耐性試験及び成体の越夏性試験を 

行った（～9/9）。 

栽培実験終了後、すべての栽培培地、植物体は、不活化後廃棄した。 
 

        ○ 情報公開について 
          第一種使用の経過は、2019年７月と2020年４月に遺伝子実験センターホームページ内の「遺伝子組換 

え体関連ニュース」で公表した。 
 

        ○ 交雑防止措置、混入防止措置について 
         ・ 本遺伝子組換え体は３倍体であり、花粉稔性はない、もしくは極めて低い。本遺伝子組換え体の花粉 

          塊を用い、近縁野生種２種及びファレノプシス園芸品種１種の計100個の花に対して人為的な交配を 

行った結果、種子は得られなかった。 
・ ファレノプシスの花粉は花粉塊として存在しているので、風で広範囲に飛散することはなく、隔離ほ 

 場から半径500メートル範囲内にはファレノプシス栽培農家はない。 
・ 本遺伝子組換え体と交雑可能な近縁野生種や園芸品種は国内に存在するが、平成29年５月以降実施 

した隔離ほ場から半径100メートル範囲内の近縁野生種の調査でも、本遺伝子組換え体と交雑可能な近 

縁野生種は確認されていない。 

・ 混入防止措置はほかの実験計画と同様に持ち出しや廃棄について適切に行う。 
 

○ 目的データは元年度までの実験で全て取れたため、令和２年度の栽培実験計画はない。 
 

（質疑応答） 
・ 参考までに、国内で交雑可能な野生種はあるのか。また、花粉自体は風媒なのか虫媒なのか（田部井委 

員）。 
→ 名護蘭という沖縄の方にある蘭で交配する可能性があるが、交配しても種が取れないことは確認してい 
る。花粉については虫媒である。 

 

イ ミラクリン産生トマト（筑波大学 江面 氏） 
○ 研究の概要 
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  ミラクリンとは西アフリカ原産のミラクルフルーツの果実中に集積する糖タンパク質であり、ミラクリ 
ン自体には甘さはないが、酸っぱいものを甘く感じさせる味覚修飾作用がある。ごく微量（0.1～0.2ミ 

リグラム）の摂取で１、２時間効果が持続すること、カロリーがほぼゼロで砂糖や人工甘味料のような多 

量摂取が不要なことなどから、糖尿病や生活習慣病の予防、がん等の化学療法の副作用による味覚障害の 

対症療法など、医療産業上の活用が期待されている。 
 

        ○ミラクリン産生トマトについて 
・ ミラクルフルーツは成長が遅いうえ結実する確率が低く、大量安定生産が困難なので、ミラクリンの 

 遺伝子をアグロバクテリウム法によりトマトに導入した。 
・ ミラクリンの安全性については、平成８年４月16日付厚生省告示第120号により安全な添加物とし 

て認められたが、ミラクルフルーツの安定供給が困難であることから使用実績が10年以上なかったた 

め、平成16年に削除されている。 

・ 本遺伝子組換え体の食品安全性については、厚生労働省及び内閣府の食品安全委員会にて評価、審査 

中。 
 

○ 令和元年度 ミラクリン産生トマトの栽培実験結果について 
 栽培目的：一般的な使用のための承認申請に必要な環境影響評価のデータ収集 

  栽培場所：T-PIRC遺伝子実験センター模擬的環境試験ほ場Ⅳ 
  栽培方法：ビニールハウス内外においた架台の上で鉢植え栽培をし、年間を通じて調査を行った。 
  調査項目：（1）花の形態及び花色、（2）植物体の形態及び生育特性、（3）生育初期における低温ま              

       たは高温耐性、（4）越冬性、（5）訪花昆虫相、（6）有害物質の産生性に関する調査 
          栽培経過： 

・ 4/8 苗24株を隔離ほ場へ搬入し、花の形態や花色、生育特性、訪花昆虫相、有害物質の産生性等を 

 調査した（～7/10）。 
栽培実験終了後の栽培土、植物体は、不活化後廃棄した。 

 

○ 情報公開について 
         ・ 第一種使用の経過は、2019年７月と2020年４月に遺伝子実験センターホームページ内の「遺伝子組 

          換え体関連ニュース」で公表した。 
 

        ○ 交雑防止措置、混入防止措置について 
         ・ 本遺伝子組換え体と交雑可能な野生種は日本国内には存在しない。 
         ・ トマトの花粉はほ場では２mくらい飛散するが、54cmを超えると飛散する花粉は極端に減少するこ 

と、トマトの花粉の寿命は60分から180分であることが分かっている。 
・ 隔離ほ場から半径500mの範囲内にはトマトを栽培する農家は存在しない。 
・ トマトの品種にもよるが、隔離距離が20mを超えると、風媒や虫媒による自然交雑率は０になるとい 

 う報告がある。種苗会社では採種の際の隔離距離として20～30 mを採用している。 
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・ 混入防止措置はほかの実験計画と同様に持ち出しや廃棄について適切に行う。 
 

○ 承認申請期間は令和２年３月31日までであり、令和２年度の計画はない。 
 

（質疑応答） 
・ 一般的なトマトと比べて収量はどのくらいなのか（村上委員）。 

      → 日本で一番取れるトマトだと年間で10ａ当たり20ｔくらいだと思うが、その半分で10～12ｔ 

程度。 

ただし非常に少ない量でミラクリンの効果が出るので、普通のトマトのように量は要らない。小指の 
先くらいで十分なので、これから実用化をしていくということでも量は十分だと考えられる。 

・  実用化された際の栽培形態は、一般の栽培品種との交雑を防ぎながら行われるのか（田部井委員）。 
→ ステップバイステップだが、最初はかなり管理した状態で栽培していくことになると思う。量もそれ 
ほど必要ではなく、収穫したトマトを粉末にするなどして、糖尿病や味覚障害に苦しむがん患者等への 

補助食品のような形での活用が考えられる。 
 

ウ 水利用効率改善交雑アスペン（筑波大学 小口 氏） ※ 資料配布のみ 
○ 研究の概要 

交雑アスペンとはポプラの仲間の林木であり、日本では紙の材料等としてポプラを多く輸入している。 
ポプラは一般に水を多く必要とする木であるが、水利用効率改善の形質を持つ遺伝子を導入することで、 
少ない水でも生育するかの調査を行っている。 

 

        ○ 第一種使用作業要領 
         ・ 隔離ほ場内の適切な雑草管理を行う。 
         ・ 組換え体を隔離ほ場の外へ持ち出す際は容器に密閉する。 

 ・ 栽培終了後の組換え体は、隔離ほ場内で裁断処理し、隔離ほ場内にすき込むか、オートクレーブで不 

  活化して廃棄する。 
・ 花芽が形成されたら、速やかに切除する。 
・ 使用した機械、器具等は隔離ほ場内で洗浄する。 
・ 隔離ほ場の設備の維持及び管理を行う。 
・ 上記要領を従事者に遵守させる。 
・ 緊急事態が発生した場合は、筑波大学の遺伝子組換え実験安全委員会の責任のもと、緊急措置計画を 

実行する。 
 

○ 令和元年度 水利用効率改善交雑アスペンの栽培実験結果について 
 栽培目的：2018年７月（１区画・計９個体）、11月（３区画・計27個体）に植栽した植物の生育観察及 

び生物多様性影響評価（葉のアレロパシー活性評価） 
 栽培場所：T-PIRC遺伝子実験センター模擬的環境試験ほ場Ⅱ 
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         調査経過：2020年３月16日、2018年７月に植栽した１区画・９個体の堀上げを実施し、根の状態を観察 
した。根は、土中に包埋した植木鉢及び不織布により、制限されていることが確認された。 

 

○ 令和２年度 水利用効率改善交雑アスペンの栽培実験計画について 
2018年11月に植栽した植物（３区画・計27個体）について、潅水制限による水欠乏ストレス耐性評 

         価の試行（初夏～９月）及び生物多様性影響評価（後作試験、土壌微生物叢評価、秋以降）。 

年度中にすべての個体を堀上げ、根の状態を観察する。 
 

○ 情報提供・情報公開について 
         ・ 4/20 隔離ほ場を含む遺伝子組換え植物栽培施設の一般見学を実施。 
         ・ 6/26 つくば市遺伝子組換え作物栽培連絡会で説明。 
         ・ 7/27 公開講座での隔離ほ場を含む遺伝子組換え植物栽培施設の一般見学を実施。 
         ・ 7/29 つくば市遺伝子組換え作物栽培連絡会ほ場見学会での現地説明。 
         ・ 2/3 遺伝子組換え実験に関するつくば市との連絡協議会で説明。 
         ・ 上記のほか、遺伝子実験センターホームページ内の「遺伝子組換え体関連ニュース」において、 

栽培状況を報告した。 
         
        （質疑応答） 

 ・ 水利用効率改善とは、耐乾燥性を持たせたということなのか。（田部井委員） 
  → 乾燥した場所でも、水を自分で保持するということで、少ない水でも生育が落ちないというよりは、 

もっと乾燥した状態でも耐えられることを目的としている。 
 

 （全体の質疑応答） 
  ・ スギ花粉ペプチド含有イネについて、花粉症というとスギ花粉だけではなく、ヒノキやブタバナなど 

   いろいろな種類があるが、そういうものも含めて研究する方向なのか（山崎委員）。 
→ これはスギ花粉だけで考えている。花粉症には複数の原因があるが、スギ花粉の飛ぶ時期は決まっ

ていて、症状もはっきりしている。スギは花粉量が多く、他のアレルギーに比べて症状が重篤になるの

で、スギ花粉だけでも改善ができれば、医療費削減やQOL向上に貢献できるということで研究をしてい

る。一部の人はヒノキでも効果が出ることもある。（田部井委員） 
 

（３）その他遺伝子組換えに関する情報提供 
         特になし 
 

（４）その他 
○ ほ場見学会について（事務局） 

例年ほ場見学会を実施しているが、今年度は新型コロナの影響で栽培が中止になったため、ほ場見学会も 

        実施しない。来年度は状況を注視しながら実施を検討する。 
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５ 閉会  閉会を宣言 


